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株式会社 Photosynth 

2026 年 12 ⽉期 第 1 四半期 決算説明会 議事録 
（質疑応答あり） 
2026 年 5⽉ 13 ⽇実施 
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2026 年 12 ⽉期 第 1 四半期決算に関するご説明 

スピーカー： 株式会社 Photosynth  
 執⾏役員 CFO  
 ⽥中 元 
 
※以下の内容は、説明会および疑応答の内容をそのまま書き起こしたものではなく、 

当社で⼀部要約し、まとめたものです。 
 
 
⽥中： 

株式会社 Photosynth（フォトシンス）、CFO の⽥中です。私より、2026 年 12 ⽉期第 1 四半期
の決算説明をさせていただきます。 

 
 
1. エグゼクティブ・サマリー 
■ エグゼクティブ・サマリー 

 

まず最初に、エグゼクティブサマリーです。売上⾼が初めて四半期単独で 10 億円を突破するこ
とができました。成⻑率も 23.6%と再加速しております。背景としては、Akerun 事業における
⼤⼝顧客の獲得が⼤きく進んだ点が、まず挙げられます。加えて、住宅向けの MIWA Akerun 
Technologies、それから、Migakun 事業も順調に推移した点も、背景として挙げられます。 

続いて、営業利益については対ガイダンス⽐で 38.8%の進捗と好発進しております。当社は引き
続き中⻑期的な成⻑投資を⾏っておりますが、その中でも売上の順調な推移を背景に、利益項
⽬も順調に進捗しております。また、調整後 EBITDA につきましても、前年同期⽐でプラス
20%超と順調に伸びております。 

続いて、ARPU、Churn Rate は、⾮常に良い結果となっておりまして、いずれも過去最⾼を継
続更新しております。 
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■ KPI ハイライト 

 

続いて KPI ハイライトになります。先ほど触れた点について補⾜いたしますと、まず ARPU
は、前年同期⽐で 14%の伸びを記録し、初めて 1 社あたり 5 万円を突破いたしました。利益項
⽬について、営業利益は前年同期⽐でフラットとなっておりますが、こちらは後ほど詳細をご
説明いたします。 

 

2. 2026 年 12 ⽉期第 1 四半期決算の詳細 

■ 対ガイダンス⽐ 

 
それでは、2026 年 12 ⽉期第 1 四半期決算の詳細に移ります。まず、対ガイダンス⽐になりま
す。売上については、進捗率 25%と順調に推移しております。当社のビジネスは、年度後半に
かけて売上が徐々に積み上がる下期偏重のストックビジネスであり、その中で第 1 四半期時点
で 25%という進捗を実現できていることは、⾮常に順調であると考えております。営業利益に
ついても、順調な売上を背景に、40%近くの進捗と順調に推移しております。 
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■ 対前年⽐ 

 
続きまして、対前年⽐の⽐較になります。売上と調整後 EBITDA は、いずれも 20%超の成⻑を
達成しております。⼀⽅、営業利益については前年同期⽐でフラットとなっておりますので、
こちらについて補⾜説明をさせていただきます。 

まず、前年同期は⼈材採⽤が低調でした。⼀⽅、今四半期については重要ポジションのハイレ
ベル⼈材を含めて順調に採⽤できており、結果として採⽤費が前年同期と⽐べ⼤きく増加して
おります。加えて、中⻑期的な成⻑加速に向けてマーケティング費⽤などの投資を実⾏したこ
と、また、前年同期にはなかったのれん償却や株式報酬といったノンキャッシュ費⽤の影響も
あり、営業利益については前年同期と同⽔準となっております。ただ、当社としては、本来の
稼ぐ⼒を⽰す調整後 EBITDA を重視しており、 この指標に関しては 20%以上の成⻑を達成して
おりますので健全な財務状況であると考えております 
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■ 売上・売上総利益・営業利益・調整後 EBITDA の四半期推移 

 

続きまして、売上や利益などの各項⽬の四半期ごとの推移になります。まず売上については、
前年の成⻑率 16.8%から 23.6%へと成⻑を再加速することができました。調整後 EBITDA およ
び営業利益についても、順調に右肩上がりの成⻑を実現できております。 

 

■ 親会社株主に帰属する当期純利益 

 

続いて、当期純利益についてです。こちらは 1 点だけ補⾜説明をさせていただきます。当社が
51%出資する⼦会社である MIWA Akerun Technologies の収益改善の結果、⾮⽀配株主に帰属
する四半期純損失が減少しております。結果として、従前は親会社株主に帰属する当期純利益
が営業利益を上回りやすい構造でしたが、この改善により、親会社株主に帰属する当期純利益
が営業利益とほぼ同⽔準となっております。 
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■ ARPU と Churn Rate の推移 

 

続いて、ARPU の推移になります。先ほどお伝えした通り、過去最⾼を更新する 50,448 円を達
成いたしました。今後も、年率 10%前後の向上を実現できると考えております。 

 

 

続いて Churn Rate になります。⼤規模顧客への拡販や API連携の増加を背景に、当期は 0.92%
となり、過去最⾼の顧客維持率を更新しております。 
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■ 各損益項⽬の四半期推移について 

 

続きまして、各損益項⽬の四半期推移になります。すでにこれまで説明させていただいている
通りですが、1 点補⾜としてご説明いたしますと、販管費の各項⽬はしっかりとコントロールし
ておりますが、コーポレートコストが前年同期⽐で 30%超の増加となっており、やや⼤きく増
えているように⾒えるかと思います。これは、先ほど申し上げたのれん償却や株式報酬などの
ノンキャッシュ費⽤、および⼀時的な採⽤費の増加を背景としており、財務的には健全な範囲
内であると考えております。結果として、当社本来の稼ぐ⼒というものは着実に伸びてきてい
るというふうに考えております。 
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3. 2026 年 12 ⽉期第 1 四半期のトピックス 

■ 光通信グループとの取り組み 

 
続きまして、トピックスに移ります。1 つ⽬は、光通信グループとの取り組みの進捗を共有させ
ていただきます。既に開⽰しておりますとおり、光通信グループ各社との販売パートナー契約
の締結が進んでおり、案件紹介も順調に進⾏しております。 

本案件の業績⾯でのポテンシャルについて改めてご説明いたしますと、光通信グループとの協
業の⽬標として、新規の売上獲得を、これまで⾃社単独で⾏っていた⽔準と⽐較して 2倍以上
に引き上げることを掲げております。本取り組みは、年明けに発表した中期経営計画には織り
込んでおりませんので、本取り組みが奏功した場合には、計画が上振れる可能性が⼗分にある
と考えております。 

 

■ フィジカル AI 領域 

 

続いてフィジカル AI領域の取り組みについてです。先⽇開⽰いたしましたとおり、AWS ジャパ
ンの「フィジカル AI開発⽀援プログラム」に採択をいただきました。これは、当社のハード・
ソフト両⾯における⾼い開発⼒が評価された結果であると考えております。引き続き、研究開
発にとどまらず、社会実装までを⾒据えた取り組みを推進してまいります。 
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■ ⼤規模顧客の導⼊事例の紹介 

 

続いて事例紹介になります。「勉強カフェ」様や「BIZcomfort」様といった⾃習スペース／コ
ワーキングスペースでの導⼊が進んでおり、全国規模・全拠点規模で Akerun を導⼊いただいて
おります。今後も、こうした⼤規模導⼊をさらに推進することで売上の拡⼤および事業成⻑を
実現してまいります。 

 

■ 市場の競争環境と総括 

 
最後に、スマートロック市場の競争環境について、当社の現状における認識を共有させていた
だきます。直近、Akerun は⼤⼿向け案件が好調に推移するなど、順調に成⻑しております。そ
の背景には、競争環境が当社にとって良い⽅向に変化してきた点があると考えております。 

まず、法⼈向けスマートロックを提供していた旧競合の多くが家庭向けへ移⾏、または撤退し
ており、当社と直接競合するケースが減少していると認識しております。また、当社はこれま
で API連携や ISMS対応、品質・安定性の向上といった法⼈要件に集中的に投資してまいりま
した。その結果、これらが参⼊障壁となり、法⼈向けにおける競争優位が明確になってきたと
考えております。 
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さらに、住宅向けについては、MIWA Akerun Technologies を通じて、不動産ディベロッパー
および管理会社に BtoBtoCモデルで提供しております。この提供形態により、差別化されたポ
ジショニングを確⽴できていると考えております。 

これらの結果、2026 年もスマートロックおよびクラウド型⼊退室管理システムの導⼊社数
No.1、利⽤者数No.1 となり、引き続き市場 No.1 のポジションを確⽴することができました。
引き続き、このポジショニングをさらに強固なものとすべく、取り組んでまいります。 

 

私からの発表は以上となります。 

 

以上 
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質疑応答 

Q．MIWA Akerun Technologies は、いつ頃の⿊字化を⾒込んでいますか。 

A．MIWA Akerun Technologies につきましては、⿊字化の具体的な時期を明⽰することは控え
させていただきますが、そう遠くないタイミングで⿊字化できるのではないかと考えておりま
す。MIWA Akerun Technologies による住宅向けのサービス展開につきましては、主要ターゲ
ットとする賃貸集合住宅の新規竣⼯や建て替え等のライフサイクルの関係で、受注から売上計
上までに相応のリードタイムを要する事業特性がございます。⼀⽅、標準採⽤が⼀度決まれ
ば、賃貸マンションの竣⼯や建て替え案件ごとに継続した受注と売上が積み上がる構造となっ
ておりますので、今後の標準採⽤先の拡⼤、および既存標準採⽤先からの継続受注の積み上げ
により、収益性は段階的に改善していくものと⾒込んでおり、中期経営計画期間中には⿊字化
が可能であると考えております。 

 

Q．Migakun の売上全体に対する構成⽐は、どの程度でしょうか。 

A．プロダクト別の売上構成⽐につきましては、現状個別には開⽰しておりませんが、⽅向感と
して申し上げますと、Akerun を基軸とした Migakun などとのクロスセルも順調に進捗してお
り、Migakun は連結業績の成⻑における重要な柱となる事業へとなっていってくれるものと考
えております。 

 

Q．光通信グループとの取り組みは中期経営計画には織り込まれていないとのことですが、今後
の進展次第で今期業績予想を押し上げる可能性はありますか。 

A．今期業績予想を押し上げる可能性はございます。⼀⽅、光通信グループにとっては Akerun
は新規の商材であり、営業ノウハウの習得に⼀定の期間を要すると考えられることから、中期
経営計画の最終年度となる 2026 年 12 ⽉期をめどに中⻑期⽬線で⼤きな成果を上げることを優
先して取り組んでおります。 

 

Q．営業利益がガイダンス⽐で順調に進捗していますが、通期計画の上⽅修正などはあるのでし
ょうか。 

A．営業利益については 4割近い進捗となり、ガイダンス策定時の想定と⽐較しても⾮常に順調
な推移であると考えております。⼀⽅で、第 2 四半期以降も中⻑期⽬線での投資を積極的に実
⾏していく⽅針であるため、現時点では通期業績予想を据え置いております。今後の進捗を⾒
極めつつ、業績予想の⾒直しが必要な状況が⽣じた場合には、適時かつ適切に開⽰してまいり
ます。 

 

Q．近年、AI の進化が著しい中で、現時点において⽣成 AI などの普及による事業へのマイナス
影響はありますか。 

A．事業⾯へのマイナス影響は全く⽣じていないと認識しております。当社はハードとソフトの
両⾯で開発を⾏う企業であり、リアルな世界での価値提供ができているユニークな企業ですの
で、AI で代替することは容易ではないと考えております。 
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⼀⽅、全社の⽣産性向上という⽂脈においては⽣成 AI を積極的に活⽤しており、開発への活⽤
はもちろん、営業活動やバックオフィスの⽣産性向上も進んでおります。⽣成 AI の進化は当社
にとって⾮常にプラスであると考えております。 

 

Q．ARPU は伸びているとのことですが、契約社数の動向はいかがでしょうか。 

A．契約社数につきましては、直近では伸びが加速していると認識しております。当社は契約社
数の伸び以上に ARPU の伸びを重視していることから、契約社数は⼀時期フラットに推移して
おりましたが、直近では新規顧客の獲得が進み、契約社数も伸びてきております。背景として
は、本⽇ご説明したとおり、市場におけるポジショニングが確⽴できてきたこと、および営
業・マーケティングの⽣産性改善が進んでいることなどが挙げられると考えております。引き
続き、より強固なポジショニングを確⽴できるよう取り組んでまいります。 

 

Q．中東情勢による影響はありますでしょうか。また、今後発⽣する可能性はありますか。 

A．中東情勢の変化による中⻑期的な事業への影響については、注視していく⽅針ですが、現時
点におきまして、中東情勢に起因する当社業績への⼤きな影響はありません。Akerun などのハ
ードウェアの製造に必要な部材につきましては、⼗分な量の在庫を確保して運営しており、短
期的には事業運営上の問題も発⽣しておりません。 

 

Q．光通信グループとの連携により、新規の売上獲得を 2 倍以上にする⽬標を掲げていますが、
光通信グループは多様な商材を有しているなか、フォトシンスの商材を優先して取り扱うなど
の交渉は可能なのでしょうか。 

A．販売パートナー契約を締結いただいた光通信グループ各社は、いずれもオフィス商材をメイ
ンに取り扱っており、その中で Akerun は既存の商材とクロスセルしやすい商材であり、光通信
グループ各社にとっても取り扱いやすい商材ではないかと考えております。また、当社と光通
信グループとの連携につきましては、光通信のトップマネジメントからも⽀持をいただいてお
り、各社前向きに取り組んでくださっています。光通信グループ各社との緊密な協業を通じ
て、新規受注の最⼤化に引き続き取り組んでまいります。 

 

＜将来の⾒通しについて＞ 
§ 本資料には、いわゆる「⾒通し情報」（forward-looking statements)を含みます。 これら

は、現在における⾒込み、予測およびリスクを伴う想定に基づき作成されており、実質的に
これらの記述とは異なる結果を 招き得る不確実性を含んでおります。 

§ それらリスクや不確実性には、国内外の経済情勢等のマクロ環境の変化のほか、技術開発競
争など、当社の関連する業界動向等が含まれますが、これらに限られるものではありません。 

§ 事業環境および市場動向の分析や研究開発投資による競争⼒の維持・強化に努めております
が、上記リスクや不確実性を排除するものではありません。 

 


